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ホテル日航アリビラ（所在地：沖縄県中頭郡読谷村　総支配人：鈴木政徳／運営：株式会社JALホテルズ　所在地：
東京都品川区　代表取締役社長：マルセル・ファン・アルスト）は、2012年2月22日に内閣府沖縄総合事務局および
沖縄電気安全使用合理化委員会が主催する平成23年度エネルギー管理優良工場等表彰において沖縄総合事務
局長表彰を受賞いたしました。

エネルギー管理優良工場等表彰は、永年にわたりエネルギー使用の
合理化を図り、燃料資源の有効利用の推進に努力を重ね、その成果
が大である工場または事業場の功績を称え、省エネルギーの普及啓
発の推進を目的に開催されています。
アリビラは、開業時より「エコフレンドリーリゾート」として様々な環境配
慮活動を実施しており、今回の表彰においては、特に下記の点を高く
評価していただきました。

1）エネルギー使用量削減実績（下図）
2）コージェネレーション（※1）やBEMS（※2）およびインバータターボ冷凍機（※3）導入によるエネルギーの使用合理化
3）設備機器の点検整備状況および適切な時期での更新
4)社内の省エネ対策事務局による全社的な省エネへの取り組み

今回の受賞にあたり総支配人の鈴木政徳は「エネルギー管理担当部署の弛みない努力と、全スタッフの省エネル
ギーへの高い意識の成果だと考えます。今回の受賞をたいへん光栄に思うとともに、今後も、沖縄の美しい自然環
境を大切に考えエコフレンドリーリゾートとして、さまざまな取り組みを継続してまいります。」と述べております。

平成23年度エネルギー管理優良工場等表彰式において
沖縄総合事務局長表彰を受賞
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本リリースに関する報道関係の方からのお問い合わせ

ホテル日航アリビラは、沖縄本島の中でも特に歴史と文化を色濃く残す読谷（よみたん）村にあり、世界屈指の透明度を

誇る慶良間（けらま）諸島を対岸に臨む2.3kmにおよぶ美しいビーチと自然景観を有し、沖縄の自然に溶け込むスパニッ

シュコロニアル風の外観と瀟洒なインテリア、ホスピタリティ溢れる上質なサービスを提供いたします。また、1994年の開

業当初から環境に配慮した「エコフレンドリーリゾート」を目指し、様々な取り組みを行っています。

原油換算　ｋｌ 前年比　ｋｌ 前年比累計　ｋｌ 前年比　％ 前年比累計　％

2005年 3,854

2006年 3,624 ▲ 230 -6.0% -6.0%

2007年 3,375 ▲ 249 ▲ 479 -6.9% -12.4%

2008年 3,132 ▲ 243 ▲ 722 -7.2% -18.7%

2009年 2,784 ▲ 348 ▲ 1,070 -11.1% -27.8%

2010年 2,336 ▲ 448 ▲ 1,518 -16.1% -39.4%

原油換算　年間エネルギー使用量(kl)
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＜下図＞

※1　コージェネレーション
ガスタービンなどによる発電に伴う排熱を利用して、
熱需要をまかなう効率的なエネルギー運用システム
の一つ。
アリビラでは2002年に導入し、排熱を客室や厨房な
どの給湯に活用しています。

※2　BEMS（ビルエネルギー管理システム）
建物の室内環境や各設備を監視してエネルギー使
用量を把握し、自動制御するシステム。
アリビラでは2006年より稼働しています。

※3　インバータターボ冷凍機
吸収式冷温水発生器を、2009年に重油燃料のもの
から、変更し重油使用量を削減。


